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昨
年
の
11
月
１
日
か
ら
１
年
間
、
カ
レ
ー
ド
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ

れ
て
き
ま
し
た
。
カ
レ
ー
ド
の
１
年
間
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

カ
レ
ー
ド
１
周
年
の
あ
ゆ
み

　待ちに待った開館の日。市内外か
ら多くの人が新しい施設を見に訪れ
たほか、新聞やテレビなどのメディ
アでも大きく取り上げられました。

　１日平均で２千人以上が訪れ、開
館からわずか 40日で来館者は 10万
人を突破。10万人目の来館者には記
念品が手渡されました。

　２月には創業セミナーや防災講演
会などが開催され、それぞれの分野
に関心のある人が多くを学びました。
カレードではこのようなセミナーや
学習会が頻繁に行われます。

　６月には来館者が 30 万人を突破。
サポーターズクラブ養成講座では、
図書館の仕事に興味を持つ人がボラ
ンティア活動を学びました。スタッ
フとサポーターが協力して、さらに
利用しやすい図書館を目指します。

　開館直後には米林宏昌氏の講演会
や展示会、荒俣宏氏の講演会などさ
まざまな催しを行い、多くの人を集
めました。

　貸館施設として、料理教室や
サークル活動など多種多様に利用
できるカレード。提案型協働事業
「CoCoARC」には大勢の親子連れが
訪れました。
　また、市民展示室とオープンギャ
ラリーでは文化協会の作品展も開催
され、協会員の力作が並びました。

　２月には創業セミナーや防災講演
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学びの杜ののいち　カレード
　　　　　　　  開館１周年！　　　　　　　  開館１周年！

　８月には国際交流員のエドワードによる英語を交えたお
はなし会がスタート。また、中央公民館の建替期間中は寿
大学の活動もカレードで行われています。他にもカレード
では陶芸、料理、科学実験など定期開催の教室が開かれ、
市民の学習の場として活用されています。

　
11
月
１
日
㈭
、
学
び
の
杜
の
の
い
ち　

カ
レ
ー
ド
が
開
館
か
ら
１
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
大
き
な
期
待
の
な

か
、
図
書
館
と
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー
の
機

能
を
持
つ
複
合
施
設
と
し
て
開
館
し
、
大

き
な
注
目
を
集
め
た
カ
レ
ー
ド
。
そ
の
期

待
通
り
に
多
く
の
人
に
利
用
さ
れ
、
開
館

か
ら
の
来
館
者
は
１
年
を
待
た
ず
に
50
万

人
を
超
え
ま
し
た
。
こ
れ
は
当
初
の
予
想

を
遥
か
に
上
回
る
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
カ
レ
ー
ド
で
は
本
を
読
ん
だ
り
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
キ
ッ

チ
ン
ス
タ
ジ
オ
や
音
楽
ス
タ
ジ
オ
、
創
作

ス
タ
ジ
オ
を
利
用
し
た
創
造
的
な
活
動
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
オ
ー
プ

ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
市
民
展
示
室
で
は
多
様

な
企
画
や
作
品
展
が
行
わ
れ
、
カ
レ
ー
ド

に
来
れ
ば
い
つ
で
も
さ
ま
ざ
ま
な「
学
び
」

に
出
会
う
機
会
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

子
ど
も
向
け
の
書
籍
や
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー

も
充
実
し
、
小
さ
な
子
ど
も
を
持
つ
親
も

安
心
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
誰
も
が

気
軽
に
利
用
で
き
る
環
境
の
整
っ
た
カ

レ
ー
ド
。
市
民
の
学
習
の
場
と
し
て
、
カ

レ
ー
ド
は
こ
れ
か
ら
も
成
長
を
続
け
て
い

き
ま
す
。

ୈ 20 ճਤॻؗ૯߹ల
　10 月 30 日㈫、パシフィコ横浜（横浜市）で
行われた第 20 回図書館総合展において、カレー
ドが紹介されました。全国から多数の図書館関係
者や自治体職員が訪れた総合展で、講演とパネル
ディスカッションに粟市長とカレードの堀尾館
長、三上建築事務所の益子所長が出席。カレード
の施設整備や運営にかけた思いを語りました。「図
書館以外の機能も備えたカレードはまちづくりに
非常に有用」という話に、訪れた人は熱心に耳を
傾けていました。

　11 月１日㈭、開館１周年となったカレードで
は記念セレモニーが開かれ、粟市長が「カレード
では多くの市民の皆さんが活躍していて大変うれ
しい。これからも皆さんの期待に応えられるよう
な運営に努めたい」とあいさつしました。
　また、カレードの堀尾館長は「これまでの静か
な図書館と違って家族連れの利用が多く、にぎ
わっている。今後もにぎやかな図書館を目指して
いきたい」と手応えと意気込みを語りました。
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１周年を祝う巨大な紙粘土のケーキは
カレードスタッフのお手製！たくさん
の祝福メッセージが書かれました。会場となったパシフィコ横浜周辺
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